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昨年度のごみの量は、1人1日あたり計画値(803ｇ)と比較して-55ℊを達成しました！
これからも、生活の中からもったいないをなくして、ごみの減量に取り組んでいきましょう！

令和７/10/1より一般家庭から排出されたごみを環境衛生センター桜美園へ
持ち込んだ際にお支払いいただいている家庭系一般廃棄物の持込処理手数料を
下記のとおり改定します。

６月は「環境月間」
みんなで環境のことを考えよう！家庭系一般廃棄物の持ち込み処理手数料を改定します

　町では、町民・事業者・行政が相互に連携・協働して、二酸化炭素の排出量を削減
することで、「2050年までの二酸化炭素排出量実質ゼロ(ゼロカーボン※)」を達成す
るために、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定しました。
　計画では、令和６年度に開催した「にのみや気候市民会議」から提出された「市民
提案書」を参考にして、４つの基本方針を定めました。これに基づき、町の特性に
合った二酸化炭素の排出量削減を進めていきます。
　より良い環境のために、一丸となって地球温暖化対策に取り組みましょう！
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町全体が一丸となって地球温暖化防止に取り組む

※ 人為的に排出した二酸化炭素量と森林などで吸収した二酸化炭素量を差し引いた値がゼロであること。

計画で定めた目標
　2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ
を実現させるため、中期目標として2030年
度に二酸化炭素排出量を50％まで削減する
ことを目指します。

再生可能エネルギーの活用
●太陽光発電システムなどの設備導入
●蓄エネルギー機器などの導入
●再生可能エネルギー由来の電力への切り替え

省エネルギー化の実現
●既存住宅の断熱リフォームなどによる省エネルギー化
●照明器具のLED化
●電気・水道・ガスなどの使用量削減　など

地域環境の整備・改善
●公共交通機関や自転車の利用
●敷地内の緑化の推進

循環型社会の形成
●マイバッグ・マイボトルの利用
●資源ごみ分別の徹底
●ワンウェイプラスチック※などの使い捨て
　プラスチック製品の使用を削減　　など
※ストローなどの一度だけ使用されて廃棄されるプラスチックのこと取り組みにはこんな効果があります！

出典:デコ活ウェブサイト

目標達成に向けた基本方針と町民の取り組み
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照明器具をLEDなど
高効率照明にする

CO₂削減量 27.2kg-CO₂/世帯
節　約　額 2,876円/年

近距離通勤(５㎞未満)を自動
車から自転車・徒歩にする

CO₂削減量　161.6kg-CO₂/人
節　約　額　11,782円/年

マイボトルやマイバッグの活用、
分別収集によるごみ削減

CO₂削減量　28.8kg-CO₂/世帯
節　約　額　3,784円/年

替え替え

現行：令和7/9/30まで 改定後：令和7/10/1から
10kg につき55円 10kgにつき110円
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